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                                               信越化学工業株式会社
〒100-0004 東京都千代田区大手町2-6-1　　朝日生命大手町ビル

２００６年１０月５日

信越化学、ヨーロッパのセルロース生産能力増強完了

　信越化学工業㈱（社長：金川千尋）は、セルロース誘導体のヨーロッパでの生産拠点、ＳＥタイローズ社（※SE Tylose GmbH & Co.,KG、ドイツ）の増設をこの９月に完了し、本格稼動を開始した。同社のメチルセルロース（以下、ＭＣ）の生産能力を年産２万７千トンから４万トンへ増強したもので、２００６年第３四半期の稼動を目指すとした当初の予定通りに完了させた。先日、同社の所在するドイツ・ヘッセン州のコッホ州知事らを招き、竣工式を行った。

　信越化学は、２００３年末にスイスのClariant社からセルロース事業（現在のＳＥタイローズ）を買収したことにより、グループ全体のＭＣの生産能力では年産４万７千トン（当時）を有する世界最大のメーカーとなった。今回の増強は、セルロース誘導体の主要用途である建材および医薬向けが順調に伸びる見通しであるため決定し、実施した。

　信越化学のセルロース誘導体事業は、国内の生産拠点である直江津工場の増設を昨年１２月に完了させ、同工場のＭＣの生産能力は年産２万３千トンとなっている。今回のＳＥタイローズの増強完了により、信越化学グループのＭＣの生産能力は併せて年産６万３千トンとなり、世界第１位の座を確固たるものとした。今回の同事業の増強に要した投資金額は、日独併せおよそ２００億円。

　ＳＥタイローズは、ＭＣのほかにヒドロキシエチルセルロース（HEC）も生産しており、建築・塗料用を中心に全世界に販売している。発足以来、的確な品質対応と強力な販売力でフル生産・フル販売を継続しており、買収後初年度より信越化学グループの収益に貢献してきている。

　セルロース誘導体はパルプを主原料とする水溶性高分子で、建材用、医薬用を主要用途に、食品、トイレタリー、土木など幅広い用途分野を持つ。ＭＣの生産能力で世界トップであることに加え、信越化学は用途別に見ても現在、医薬用途で世界トップ、建材用途でも世界トップクラスのシェアを有している。今回の増強完了を機に、建材、医薬分野での地位をより磐石なものにするとともに、二極体制のメリットを生かし、世界シェアの拡大を目指す。

※SE Tylose GmbH & Co.KG所在地：Wiesbaden（ヴィースバーデン、フランクフルト郊外）
以上

この件に関するお問い合わせは

信越化学工業株式会社　広報部　中村、小石川

Tel０３－３２４６－５０９１までお願い致します
